
貞光町の地質・地形
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貞光町はその全域が三波川変成帯に属しており、町内には広く結晶片岩が分

布している（図 1)。結晶片岩は‘既存の岩石が主に高い圧力を受けて再結晶

図 1 位岡図 、

点々で示した部分は 1部荷鉾緑色岩類

した変成岩の一種であり造山運動6 に伴って形成されると考えられている。三

波川結晶片岩の原岩は、かつて海底に堆積した砂岩・泥岩•海底火山噴出物等

である。したがって、これらの岩石の形成年代や構造を知ることは、日本列島

の原形を造った造山運動を研究する上で重要である。

また図 2に見るように、貞光町は全国でも有数の地すべり多発地域であり、

町内には30箇所に及ぶ地すべり指定地並びに危険箇所がある。

1)徳島大学教登部 2)阿南高専 3)吉野町吉野中学校 4)神山町神山東中学校
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(5)脇町高校 (6)海底であったところが隆起し、山脈を形成する地殻変勁

図2 日本の地すぺり分布（農地地すぺり調査グループによる）

C 富三紀層地すぺり

＾破砕帯捻すべり
露温皇埠すぺり

／主饗構道纏

：：：：：地すべ”'の躙

今回は貞光川沿いに露出する三波川結晶片岩類の阿序と構造を調査し、隣接

する秩父累帯に分布する地屈との対比を行なった。また町内の地すべり地につ

いて、その分布と地質との関係を中心に調査を行なった。

II 地質

II -1.三波川結晶片岩類の屈序と構造

図3に示すように貞光町内の貞光川沿いには北から南へ次の地層が分布する。

点紋緑色片岩屈：径 1~2一の斜長石の白い点紋を含む。緑泥片岩を主体と

して、監せん片岩・石英片岩・絹雲母片岩を伴う。片理面の走向はほぼ東西で、
ゅう重

北に40-70° 傾斜する。貞光町高橋の木綿麻橋付近より分布する。

泥質片岩屈：黒色の泥質片岩を主体として薄い凝灰質片岩屈を挟む。泥質片

岩中には石英脈が多く発達する。 EW-N80°W の走向で北に•50~80° 傾斜す

る。貞光町高橘～木屋付近に分布する。

砂岩片岩屈：中～粗粒の砂岩片岩から成る。単屈の厚さは30~50CIIIである。
l:lばや重

EW-N70 ° E走向で、 10-30° で波打つように傾斜する。貞光町端山付近の

貞光川河床に分布する。

泥質片岩及び緑色片岩屈：黒色の泥質片岩を主体として、薄い砂質片岩、石
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英片岩屈を挟む。貞光町猿飼～鳴滝、

一宇村土釜付近には緑色片岩を主体と

する厚さ数10-lOOmの緑色片岩屈が

挟まれる。ほぼ東西の走向で、波打ち

ながら南に20~30° 傾斜する。

図3 貞光川沿いの地毀図

《‘)

喜
冑
彎＜ ／ 

これらの岩類の構造を断面図で示す

と図 4のようになる。すなわち、貞光

川沿いの三波川結晶片岩類は、端山付

近に軸部を持つ緩いドーム状背斜を構

成しており、背斜の軸部には砂岩片岩

屈が分布し、それをとり囲むように黒

色片岩履が分布している。したがって、

これらの地屈は見かけの下位から砂岩

片岩、黒色片岩、点紋緑色片岩の順に

重なっていることになる。また、変成

度はこの順に高くなっている。 言二讐言警い］蕊紐m紐心ーニ 0 , ，， 2km 

図4 地質断面図
凡例は図3と同じ

B 
長端 中

C 
＂枷

こ［「

II -2.貞光川沿いの三波JII帯と秩父累帯の地層の対比

四国中央部吉野川峡谷に分布する三波川結晶片岩類は、小島ほか (1956) 
おおじょういん

により、大歩危、川口、小歩危、三縄、大生院の 5屈に区分されている。貞光

川沿いの黒色片岩屈及び点紋緑色片岩恩は剣山グループ (1975)により三縄屈

主部に対比されている。

近年、筆者らのメンバーによって、四国西部の愛媛県八幡浜ー内子地域の三

縄屈に相当する緑色片岩中の石灰質片岩から、三畳紀後期を示すコノドント化

石が発見された（須鎗ほか、 1980) 。また須鎗ほか (1982) は、徳島県神山町•

木頭村・上勝町付近の秩父累帯北帯に分布する地屈群を微化石により区分した。

その結果秩父累帯北帯の塩基性火山噴出物は三畳系に、黒色千枚岩は下部ジュ

ラ系に、砂岩勝ち互屈は中・下部ジュラ系に属することが明らかにされた。さ
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らに須鉛 (1981)は秩父累帯北帯と吉野川峡谷の三波川帯を対比し、主として

両地帯の緑色岩肪は三登系に、泥質岩形は下部ジュラ系に、砂質岩附は中 ・下

部ジュラ系に属することを述ぺた。

以上のことがらをもとに、貞光川沿いの各岩肪と吉野川峡谷の三波川帯及び

秩父累帯北帯の地屈群とを対比してみると表 1のようになる。したがって貞光

表1 中国中 ・束部の三波川帯と秩父累帯の対比と原岩の年代

須珀 ・ 桑野 • 石田 ( 1981 ) 本即査 (1981)

秩父累符北術 四国三波川帯 貞光川沿い三波川菊

ジュラ紀
黒色千枚岩 500m

大生院陪 600~
前期 上部附 820~1170m IOOOm 

黒色片岩彫

1200m 

塩基性火山1J'1出物
主部緑色5片00岩~肪2500m 

三細 屈
吉

三代 紀 チャート・石灰岩
野 点紋緑色片岩屈

及び砂岩 630m 下部陥 100-!600m J I l 2000m 

370~ 
屈

ジュラ紀
砂岩勝ち互彫 小歩危庖 1500m 群

砂岩・泥岩互層 500~ 砂岩片岩彫
前 ・中期

1050 m 
川 口陥 1500m 200m+ 
大歩危Tit113璧＋

川沿いの点紋緑色片岩屈は三畳系に、黒色片岩囮は下部ジュラ系に、そして砂

岩片岩庖は中 ・下部ジュラ系に屈すると考えられる。これは、先に述ぺた見か

けの陪序とは全く逆の結果であり、上位の点紋緑色片岩の方が古く、下位の砂

岩の方が新しいことを意味している。すなわち、貞光川沿いでは三波川帯の地

陪が、堆栢後の構造運動により大逆転している可能性が強い。このような推定

は、各地陀の変成度のちがい（見かけの上位ほど変成度が高い こと）をも統一

的に説明することができる。

m 地 す ぺり

山間斜而においては、重力によっ

てたえず地表物質が降下運動を行

なっている。その速さは一般には

年間数mm程度ときわめてゆっくり

しており、これはクリープ(fli'J行）

と呼ばれる。クリープの彩蓉は、

図5に示したように、樹木の根元

の曲がりや雹柱などの傾斜によっ

図5 クリープによる樹木や人工構造物
への影響
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て認められる。しかし、斜面を構成

する土地の一部が、破断面に沿って

断続的に、早いときは 1日に数oも

の早さですべる場合、地すぺりと呼

んでいる。貞光町猿飼の地すぺり地

では図 6に示すようにタパコ畑のコ

ンクリ ートの土止めが地すぺりによ

って大きく開いたひび割れを生じて

いた。地すぺりの部分は図 7に示す

ような構造をしており、頂冠部には

図7 地すべりの模式
断面と各部分の名称

雲饂三
Iしレレッ

試l郎 ぺり面

圧樟キレッ

キレッ
＊ 

滑活J.i.!
頭郎
凹地(ill)

2次断粒

図9 貞光町平野小学校南の断屈（平野
地すべり地）。断屈面は斜面の傾斜方
向と一致しており、上盤が風化して
いるため、地すぺり面になりやすい。

貞光町内の地すべり指定地ならび

に危険箇所を表 2に示した。これに

よると、その合計は30箇所である。

また地すぺり指定地の面秋は貞光町

全面和 (45.6畑） の33彩、地すぺり

危険地域を含めると44%にも及ぶ。

これとは別に、銀者らの調査なら

図6 猿飼地すぺり地の土止めにできた
ひび割れ

滑落による崖が発達し、先端には押

し出した土砂や礫によってふくらみ

を生じている。地すぺりの底部には

すぺり面があり、地すぺり部分の粘

土に地表水が没み込んだ時など急速

にすぺりやすくなる（図8-10参照）。

図8 地すぺり部分の先端
貞光町家賀西端、緑色片岩の風化に
よる土壌と角礫から成る

図10 貞光町端山宮内および岡地すぺり
地全屎。地すぺり部分の後背には消
落崖が見られる。
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表 2

山

山

子

飼

内

浦

野

良

下

井

山

脇

瀬

屋

良

野

内

熊

下

野

木

屋

地

上

敷

地

栃

見

山

饂

知

浦

麟

の

”

麟

岡

虹

屋

木

浦

浦

中

捨

貞

宮

貞

横

吉

日

丸

貞

江

長

木

吉

平

柴

宅

家

横

長

木

引

家

竹

僧

三

川

南

述：建設省河川局砂防諌関係 (1973)
林：林野庁治山課関係(- )

此：嬰林省構造改善局汽源課(-)

貞光町浦山 面栢22h 

” 端山 10 
,、 28

猿飼 56 
宮内 89 
端山 21 
横野 27 
吉良 40 

日浦下 37 
丸井 29 
西山 158 
江の脇 56 
長瀬 48 
木屋 116 
吉良 16 

" 32 
平野 130 
柴内 199 
宅熊 61 
家四道下 62 
横野 53 
長木 343 
木屋 61 
岡 53
引地 24 
家四道上 49 
竹屋敷 40 
僧地 37 
三木栃 41 
川見 41 
南浦山 45 

” 

貞光町内の地すぺり指定地ならびに危険箇所

建
”

‘’ 

" 
II 

” 
” 
” 
” 
林
99 

”
嬰
”

99 

’‘ 

昭 36.4.11指定

””  

” 
指定（追加）

“ （追加）
（未指定）

‘’ 

“ 
34. 7.14指定

50. 1.21 ,, （追加）

37.11.24指定
/9 99 

38. 3.23,, 
38. 7. 4 ,, 
41. 7.19 ,, 

41. 7.30 ,, 
50. 1.21 ,, （追加）

41. 5.10 、9
44. 3.31 
46. 3.26 
48. 9.22 ,,（追加）

48.12.13 ,,（追加）
48. 3.30 ,,（追加）

未指定
99 

計 30カ所

（うち指定
未指定

22カ所

8カ所

1494 ha 
530 ha 

計 2024ha（昭56.8月末現在）

びに 2万分の 1空中写真判読による地すぺり地の分布を図11に示した。これに

よると貞光町の地すぺり地は北向き斜面に著しく集中している。上記30箇所の

うちN45° W~  N ~ N45°Eの範囲を向いているものは23箇所 (4分の 3以上）
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貞光町内の地すぺり地の分布
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図11

図12 貞光町吉良地すぺり地の全最 図13

であり、山中の集落分布とも

ほぼ一致している。その中に

は、吉良、家賀、横町、川見、

三木栃、平野などが含まれて

いる（図12• 13参照）。 これ

らは町域の中央部～やや南に

東西方向に分布している。

また、これら地すぺり地の

分布と地質との関係を調ぺて

みると、地すぺり地の地屈の

斜面はすぺて北傾斜であ り、

これは前述の北向き斜面に地

すぺり地が梨中していること

とよく対応している。すなわ

ち、当地域の地すべりは、斜

面の傾斜方向と地府の傾斜と

が一致した防面すぺり型のも

のであるといえる。これに対

し、貞光町内の南向き斜面で

は急斜面や急崖を形成してお

り、岩石崩落による崩壊地形

が形成されている（横野西方、

家賀道上南、吉良南の南向き

斜面など、図14参照）。 さら

貞光町家賀地すぺり地の全棗

に地すべりの分布地域は、緑色片岩や泥質片岩など風化 ・変残しに くく 、地す
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ぺりは見られない。以上のこ とがら

を模式的に示すと圏15のようになる。

IV. まとめ

図15 地すぺり、岩石崩落の発生と
地形の構造・岩残の関係

貞光川沿いに露出する三波川結晶片岩の屈序と構造を調査し、隣接する秩父

累帯の地屈との対比を行なった。また町内の地i::り地の分布と地烈との関係を

中心に調査を行なった。その結果以下の知見を得た。

1. 貞光町内の三波川結晶片岩は見かけの下位から砂岩片岩、泥質片岩；点

紋緑色片岩の順に重なっ ているが、上位ほど変成度が商いこと、秩父累帯北帯

との陀序的関係から判断Lて、地屈全体が逆転している可能性がある。また原

岩の年代は三昼系～ジュラ系と推定される。

2. 北庖は貞光町端山付近に軸部をもつ背斜構造を形成する。

3. 貞光町内の地すぺりは緑色片岩や泥質片岩などの風化しやすい岩類の分

布地域に多く、砂岩片岩分布地域には少ない。

4. 当地域の地すべりは基盤の結晶片岩類の構造、すなわち緩く北に傾斜し

た地屈の構造と密接に関係した、庖面すぺり型のものであり、北向きの緩傾斜

地に大規模なものが多くみられる。
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